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《保健体育科》

よりよい解決を目指して思考する生徒の育成（二年次）
一新たな問いを導き出す保健体育の学習指導を通して一

神谷千恵-f・* 田港朝也＊ 砂川力也＊＊ 増澤拓也＊＊

＊琉球大学教育学部附屈中学校 ＊＊琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

現代社会は複雑で変化が激しく、あらゆる領域で

未知なる課題への対応が迫られていると言われてい

る。そのため学校における教科指森では、アクティ

ブ ・ラーニングという視点を踏まえた、考えさせる

授業の承要性が増しており、保健体育科においても

生涯にわたって学習する基盤が培われるように、発

達段階に適した基礎的な知識や技能の習得とともに、

これらを活用して主体的に課題解決を図るための思

考力、判断力、表現力等をはぐくむ学習指森の工夫

が求められている。

この仕会の要訥に対して本校保健体育科では、こ

れまで牛涯スポーツ実践力の育成というかたちで研

究を進めてきた。また、本校研究テーマ「21世紀型

思考力の育成ーアクテイプ ・ラーニングを通して一

との関辿から、昨年度から、よりよい解決を目指し

て思考する生徒の育成を主姪として、 ,mいを中心と
した授業実践に取り組んできた。その結果、 次のよ

うなこ とが明らかとなった。①生徒の実態にあった

毀料を提示することで、興味を持って課題解決に取

り組めるようになる。②子どもたちに学習内容と評

価内容を提示することで、達成目標としてメインの

問いがより意識され、対話が活発になり、更なる問

いが生まれる。③子どもたちの思考を引き出すため、

教師の設定する問いが屯要である。

そこで一年次の成果を踏まえ、二年次は、知識構

成型ジグソー法による授業づくりを継続するととも

に、思考を引き出し、解決を群き出すような問いの

設定を中心とした学習指洋により、よりよい解決を

図ろうとする生徒を育成することを目的として、本

テーマを設定した。

n 研究目的
本研究は、よりよい解決策を思考する生徒の育成

を目指して、思考力を高める視点から、問いを中心

とした学習指速で思考力が高まるかについて、体育

分野および保健分野の領域から、それぞれ検証する

ことを目的とした。

m 目指す生徒像
仲間との対話を通して、自己の思考を広げ、運動・

スポーツの魅力を享受できる生徒。また、心と体を

より一体としてとらえ、習得した知識や技能を活用

して心身札113月を理解し、調整 ・向上ができる生徒。

w 研究内容
本研究は、総論との関連を踏まえつつ、保健体育

科における思考力および深く考えることについて本

科の定義を示し、知識構成型ジクソー法の理論に基

づき授業を計画 ・実践した。そして、生徒の変容を

アンケート調査技能評価、学習カードを分析し検

証した。

1 思考力について

(1)本校における思考力

本校研究総論の主題にある「21世型思考力」は、

国立教台政策研究所（以下「国研」）が掲げる 21型

能力の中核とされる思考力を指している。

西野 (2014) らによれば、思考力とは「一人ひと

りが自ら学び判断し、自分の考えを持って他者と話

し合い、考えを比較吟味して統合し、より良い解や

新しい知識をつくり、次の問いを見付ける力」であ

り、様々な課超を解決するための核となる能力とさ

ー
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れている叫

これらのことを踏まえ本校体育科では、思考力を

様々な問題に直面したとき、その自力解決に向けて

何が問題なのかを判断し、解決方法について論理的

に考え、解決の過程や結果などについて省察を行い

ながら、 粘り強く考える力として捉えている。

(2) 保健体育科における思考力

国研では保健体育科において育成すべき資例 ・能

カの観点(2)の中で、思考力等について次のように示

している（表 1)。この思考力等の内容と本校研究総

論における思考力の捉えを合わせて、本校保健体育

科では保健体育における思考力を「自己の運動 ・ス

ポーツ実践及び健康の保持培進に関する考えや取り

組みを振り返り、課題を見つけ、新たな知識や情報、

技能を習得 ・活用しながら、よりよい状態に変化さ

せようとする力」とする。

表1 保健体育科において育成すべき資質・能力 （案）

思考カ ・判断カ ・表現力等

「自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫でき

る思考カ ・判断カ ・表現力」

・自己の課題に応じた運動の行い方の改善すべきポイ

ントを見つける力（思 ・判）

・運動実践の場面で、自己の課題に応じて、適切な練

習方法を選ぶ力（思 ・判）

閤 ・運動実践の場面で、健康や安全を確保するために、
分
体調に応じて適切な活動を選ぶ力（思 ・判）

野 ・状況に応じた自己や仲間の役割を見つける力（思 ・

判）

・作戦などの話合いの場而で、合意を形成するための

適切なかかわり方を見付ける力（思 ・判）

・運動を継続して楽しむための、スポーツとの多様な

かかわり方を見付ける力（思 ・判）

・思考・判断したことを、根拠を示しながら相手に伝

えたり表現したりする力（表） など

「健康課題を把握し、適切な情報を選択、活用し、課

題解決のために適切な意思決定をする力」

・自他の健康課題を発見する力（思 ・判）

保 ・健康惜報を収集し、批判的に吟味する力（思 ・判）
健
・健康情報や知識を活用して多様な解決方法を考える分

野 カ（思 ・判）

・多様な解決方法の中から、適切な方法を選択・決定

し、自他の生活に活かす力（思 ・判）

・自他の健康の考えや解決策を対象に応じて表現する

カ（表）

2 深く考えることについて

考える力を翡めるには、「何について考えるか？（目

的）」や「どのように解決するのか？（方法）」、 「結

果から何を考えるか？（振り返り）」 など、要点を押

さえて繰り返し行うことが効果的であるとされてい

る。さらに、繰り返し行う際にもいくつかポイント

がある。まず一つ目は、「問い」である。「問い」の

ない状態、あるいは問い自体の意図が伝わらなけれ

ば物事を考え始めることはできない。次に「対話」

である。 他者との協働や相互作川を通 じて仲間と惜

報を共有したり、教え合ったりすることで、多様な

解決方法を見つけ、様々な問いに対して自分なりの

考えを森き出し、対話を重ねることで思考力が邸ま

っていくと考えられる。また、体育分野の特徴とし

て、頭で考えるだけでなく、体を使って考えること

いうことは欠かせない。知識と体は深くかかわりあ

っていると言える。そのことについて品田 (2007)

は、「考える（知識の習得）」ことと、「行動する（実

行する）」ことの間にギャップをつくらないというこ

とが大切(3)だと述べ、運動が上手にできるのに考え

ていなかったり、逆に、 一生懸命考えているのにう

まくできなかったりというように、ギャップを埋め

るためにも知識は必要であるとしてI.,ヽ る。このこと

から、知識と意欲、知識と思考力、知識と運動技能

の関係は一方通行ではなく 、相互関係にあり、「わか

ってできる、できてわかる」といったスパイラル的

な学習が重要であることが言える。また、このプロ

セスから新しい知識が生みだされ、更に技能が向上

すると考える。以上のことから、木校保健体育科で

は、知識と体が関わりあって考えることを体育分野

における「深く考える」と捉えている。

3 「問い」について

本研究における問い（生徒）は、発問（教師）と

同義と捉え、間いを持たせるための発問として次の

ように考える。

小林(1985)は、発間は 「ことばとして単独に機能

しているのではなく、授業展開の前後のつながりの

なかで、教師の説明や示範 ・観察を含むひとつの場

而のなかで働いている」 (4)と述べている。

思考を深めるためには、発問を多角的に検討する

必要性がある。一つのことにとらわれず、様々な視
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点から物事を深く、幅広く考え、広げさせることで、

各々が籾極的に考え、「よりよい」解決に蒋き出せる。

その結果、体育における思考力や判断力によりよい

影評を与えることができると考える。

本実践では、モストンが提案する発問による未知

の内容の発見に袢く 3つの教授スタイルを取り入れ

た。① 「誘導的発見スタイル」は、教師が想定して

いた正解に誘群できるような発問を設定すること(5)

があげられる。② 「限定的発見スタイル」では、生

徒自身が問題解決に向けた間いを設定する。教師は

生徒が取り組むべき問題を設定することになる(6)0

これらに対し、③ 「拡散的生産スタイル」は、生徒

は課題の多様な解決策の発見に努めることになる(7)。

これを踏まえ、メインの問いには 「拡散的生産スタ

イル」、エキスパート活動には「限定的発見スタイル」

の考えを参考に、 問いや課超を設定した。また、各

活動の教師の支援としては、「誘蒋的発見スタイル」

で生徒の気づきを促すこととした。

4 授業づくり について

本研究は、前次研究に引き続き、知識樅成型ジグ

ソー法によって実践した。

知識樅成型ジグソー法とは、学習者同士で共有さ

れた課題について、自分の考えを相手に説明したり、

相手の考えを聞いたりしながら、自分の考えをより

質の商いものにしていくという協調的な学びを、教

室で引き起こすために提案された「型」による学習

法であり、①エキスパー ト活動、②ジグソー活動、

③クロストークからなる。

(2) 単元の目標

知識構成型ジグソー法を取り入れた授業を通して、

新たな情報を取り入れ体現活動を行う中で、技をよ

の楽しさに十分に触れていない生徒に対して、「マッ

ト運動は楽しい。もっと技を北えたい。」など、生徒

が主体的に取り組めるような指群を行ってきた。本

出元では、図 1で示すように今までの既習市項の菩

和をもとにさ らに技を発展させたいと考え、「倒立」

に行目した。回転運動の基礎となる技の一方で、危

険性の高い技でもあるため、正しい技能の習得が重

要である。

「目指せ倒立王子 ！倒立を完成させるために大切

なことは何か？」をメインの間いとし、「日線」、「支

点」、「つま先」など、エキスパート活動で意識を向

けるヒントを与え、倒立の基本動作に気づけるよう

な活動を取り入れた。技を腎得し発展技へどうつな

げるかを考え、思考し、よりよく課題を解決するカ

を身につけることを目的とし、器械運動で検証した。

図1 マッ ト運動の既習事項からの発展イメージ

(4) 実践内容

①単元について

マット運動には多くの「技」があり、これらの技

に挑戦し、できる楽しさや喜びを味わう運動である。

小学校では、基本的な技を安定して行うとともに、

それらを繰り返したり組み合わせたりして学習して

きた。これらの学習を受け、中学校では、その技が

よりよくできるようにすることが求められている。

本生徒への事前調査では、マット運動を好きと答

えた生徒42%、嫌いと答えた生徒 58%であった。嫌い

な理由としては「苦手」、「怖そう」など、非日常的

な運動に対する恐怖心が強いようであった。一方で、

できるようになりたい技としては、「倒立」が46.2% 

(3) 本実践の目的 と最も多かった。意気込みについては「できる技を

器械運動は、技ができるか否かがはっきり表れる 増やしたい」など、肯定的な意見が多く見られた。

単元である。そのため様々な理由から、これまでそ このことから、やってみたい気持ちはあるが、動き

v 授業実践
1 2学年実践事例 （体育分野）

(1) 単元名：器械運動「マット運動」

りよく表現できるようにする。

"＂ 

-79-



方のポイントが分からない、痛そうなどの否定的な

意見が先行してしまい、技の習得まで至っていない

のではないかと考えた。

そこで、知識構成型ジグソー法を取り入れ、動き

方のポイントに気づき、仲間と指摘し合いながら技

の習得につなげるような体育学習を目指した。

注意点として、非日常的な遥動の実践にあたり、

毎時問のウォーミングアップに支持系の動作を取り

入れ、約束練習では、くま歩きで逆さ感党の習得、

ゆりかご(8)で背中を丸める意識など、軍大事故につ

ながらないよう安全面へも十分に配慇した（図 2)。

8 甜旅!~削肋ご．

マットの上で迄i/);)を臥きく！．

体とマット螂を困訊よう！．．

即＼妥勢から伝社盃息昂を身tつけ、
酌暉酔後醐立につなげよう！．

"＂ 

図2 約束練習のゆりかごの説明

②指迅観

「今できる楽しい運動」の創造を目指し、「分かっ

た」「できた」体験を味わい、身体的能力を身につけ

ながら、運動の楽しさを感じることで実践意欲が涌

き、対話を通して集団的活動や身体表現などのコミ

ュニケーション能力を育成し、技を習得 ・表現でき

るであろうと考えた。

③単元の構想

全 12時間で梢成し、 6時間目にエキスパート活動、

7時間目にジグソー活動、 12時間目には発表会とい

う流れで単元を計画した。

（ア） エキスパート活動

各エキスパート活動を実際にやってみて自分なり

の考えを持つ。その上で主体的に対話を重ね、様々

な視点から幅広く考え、課題を解決し、グループに

伝えるために練習方法も考えることとした（表 2)。

表2 エキスパート課題ABCD

工 問し‘ 『肘や肩』で気をつけることは？

キ 0倒立時の肘、訂の支えに気づくことが
ス 内容 できる。
ノぐ

I 〇肘が曲がると体重を支えられない。
卜 期待する柑 0盾で体重を支えると安定することが分
B 

かった。

問Vヽ 『足とお尻』で意識することは？

工 0片足で踏み切ること、お尻に力を入れ
キ 内容 ることで、足先まで意識することができ
ス ることに気づく。ノぐ

I 0両足で踏み切ると、勢いの調整が難し
卜 いことが分かった。
C 期待する，，， 〇お尻を 「キュッ」と締めると、足がき

れいに伸びることが分かった。

問し‘ 倒立を成功させる『支え』方は？
工

0倒立時、安定した支え方に気づく ことキ
ス 内容 ができる。,< 
I 
卜 0支えは後ろに立つのではなく、横に立
D 期待する船

っとよい支えができることが分かった。

問Vヽ 『目線』はどこを見ればいい？

工

キ 0倒立時の目線の位四に気づくことがで
ス 内容 きる。Iヽ． 
I 
卜

〇マットを見て、真下や三角形の頂点をA 
期待する柑 見ることが大切だと分かった。

（イ） ジグソー活動

各エキスパート活動で学んだことを伝え合う。目

線はどこに持っていけばよりよい倒立ができるのか、

肘は曲げてもいいのか、お尻への沿目など、なぜこ

こに気をつけるのか、具体的な気づきを出しながら

イメージを共有した。また、 iPadで実践している様

子を撮影することで、自身の様＋を客観的に見るこ

とができ、共有したイメージ通りに行えているのか

を視党化できるようにした。

（ウ） クロス トーク

本時の課題に対してわかったことや疑問に感じた

こと、新たな気づきなどをグループ内および全体で

発表し合い、更に思考を深めていく活動とした。

(5) 研究方法

①対象

本研究は、第2学年4クラスを対象に知識構成型

ジグソー法を取り入れた授業を行うクラスを介入群

（男子 59名、女子 60名）、通‘，府の授業を行うクラス

を統制群（男子20名、女子 20名）とした。

②アンケート調査による思考の分析

生徒の思考力の変容を評価するために、小林らの

作成した「思考カ・判断力の自己評価尺度」(9)を用

いて、授業のはじめとおわりでアンケー ト調杏．を実

施した。その際、「まったくあてはまらない」 (1点）、

「あま りあてはまらない」(2点）、「どちらでもない」
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(3点）、「まあまああてはまる」 (4点）、「とてもあ

てはまる」 (5点）の 5件法で回答させた。全体の得

点を思考カ ・判断力として分析し、下位因(-(情報

収集、学び合い、課題解決、運動観察 ・分析、学習

成立の基盤）に関してもそれぞれ検討した。

③実技技能の変化による分析

倒立の技能を評価するために、単元の2時間目（授

業前）、11時間目 （授業後）に iPadのカメラ機能を用

いて、倒立動作を撮影した。得られた映像から第三

者による技能評価を行った。評価は「背すじ」「目線」

「屑 ・肘」 「お尻 ・つま先」の4項目とし、「よくで

きた4点」「できた3点」「あまりできない2点」 てで

きない 1点」 で得点化した。評価者は、琉球大学教

育学部保健体育の専門科目である器械運動の単位取

得者3名とし、その平均値を採用した。

④学習カードによる個の変容

生徒の思考を記述の観点から評価するために、毎

時間の学習カードから個々の暗黙知を形式知へと情

報化したデータ（ことば）から子どもの内面を見と

った。また、倒立説明害(JO)を作成させ「知識、思考 ・

判断」の評価を行った。

⑤統計処理

授業の効果を検討するため、アンケート調杏及び

技能評価の測定値に対して二元配置2群X2反復測

定水準の分散分析を行った。交互作用が有意であっ

た場合は単純主効果を検討し、有意でない場合は主

効果を検討した。測定値は、平均（標準偏差）の形

式で標記し、統計的有意水地は5%とした。なお、

欠損値のある対象者の測定値は統計処理の対象から

除外した。

(6) 結果及び考察

①思考の様子

アンケート調杏の結果より、思考カ ・判断力の自

己評価尺度得、点は、介入群が授業のはじめ 73.9

(12.26)点から授業のおわり 79.4 (13. 75)点と 5.6点

増加し、 統制群が授業のはじめ 83.2 (9. 21)点から

授業のおわり 84.5(9.16)点と I.2点増加した（図3)。

分散分析の結果交互 作用 があり

(F (1, 153) =4. 48, p<. 05)、単純主効果を検討したと

ころ、授業のはじめにおける両群間に有意差があり，

授業前後の両群の値にそれぞれ有意差があった。つ

まり、どちらの介入方法でも自己評価尺度得点は増

加する。しかし、授業のはじめにおいて統制群の値

が介入群に比べ商い値を示していたが、授業のおわ

りでは両群に差がなかったことから，知識構成型ジ

グソー法は自己評価得点を店める上で有用であるこ

と明らかとなった。

--介入群ー・一統鯛群
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図3 倒立評価の総合得点

表3 倒立評価における授業前後の各項目得点の変化

9覺謬nり ぽ=•及
評鉦項目 ＇早

主 効果

訂 渭定・守IQJ
交互作用

平均償（憚渾儡差） 平均籠［曇準儡差） F直 F直 Fl直

介入m 3.35 (077) 363 (050) 
うすじ

紐 :UJI平 354 (065) 330 (060) 
0 47 0.08 185S-

目紐
介入訂 3 24 (1 03) 3.69 (0  68) 

041 5.29• 6 60.. 
統制群 3 56 (0  74) 3 54 (0  84) 

介入1'1- 2印 (0印） 306 (071) 
后 ・討

ltllll!l 2 97 (0  75) 277 (067) 
0 50 0.11 e02-

介入群 250 (084) 273 (069) 
お尻・つま先 3 43 0 21 11 .sa--

鼠免l!,llff 2 54 (0.77) 2 2~ (0 70) 

介入群 11.92 (290) 13.14 (1 99) 
鯰合得点

紐 IIIIU 12.62 (2  33) 1185 (217) 
0 89 0 56 17.71●●  

•: p(0 05••:p<OOt 
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②実技技能の変化

倒立動作の変化を比較するために、授業の前後に

ピデオ撮影した映像から分析した。その結果、全て

の評価項目で相互作用が認められた(p<0.01)。「総合

得点」「背すじ」「お尻 ・つま先」の評価項目で、介

入群は、授業後に有意に得点が増加し、統制群では

有意な減少が認められ、統制群と比較して介入群が

有意に商い値であった。「目線」の評価項目では、介

入群において、授業後に有意に得点が増加した。ま

た、「肘 ・肩」の評価項目では、介入群で授業後に有

意な得点の増加が認められ、統制群と比較して有意

に高い値であった（区14~8,表3)。

以上の結果から、知識描成型ジグソー法は、倒立

運動に必要とされる技能を向上させ、その効果は通

常の教師主体の授業介入よりも和いことが明らかと

なった。このことは、器械運動のような「個」の運

動能力が直接的に影密する教材に対し、生徒が思考

しながら体得する上で少なくとも有用な手段である

と考えられる。
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図4 倒立評価における授業前後の総合得点の変化
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③個の変容

アンケート調査や授業の様子から、介入群および

統制群において、それぞれ、普段の運動習恨が少な

く運動が苦手な生徒 (A、C) と定期的な運動習恨が

あり運動が好きな生徒 (B、D)の4名を抽出し、「技

能」「ことば」 「倒立説明書」の変容をみた。
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（ア） 技能（動き）変容

生徒Aは、小学校の頃から倒立が苦手でどこか壁

があったようだ。授業のはじめは、前転など簡単な

技から取り組み、授業が進むにつれ三点倒立⇒補助
倒立と倒立に近づけていった。最終的には倒立から

倒立プリッジで技を終えられるまでになった。これ

は、ジグソー活動を通して大切なポイントに気づき、

仲問と協力することで技能の習得につながったので

あろうと推測できる。

生徒Bは、マット運動を得意とし、ロンダートや

ハンドスプリングなども習得済みで、難易度の商い

技にも梢極的に挑戦してきた。 4時問目頃には倒立

歩行の留意点にも気づくことができた。発表会では

ロンダート⇒バク転まで披露した。 5時間目頃から
は、リトルティーチャーとして支援した。

生徒Cは、授業のはじめ頃から、 伸しつ前転や三

点倒立などの既習事項に取り組んできた。 10時間目

頃には倒立前転ができるようになり、技も上達した。

倒立で静止まではできなかったが「お腹に力を入れ

る」、「手と足で上下に引っ張るイメージでやるとい

い」など、様々なポイントに気づくことができた。

生徒Dは柔軟性が翡い生徒で、 3時間目頃には伸

しつ前転を習得できた。8時間1引頃には倒立で数秒

ではあるが静止するなど、技を習得した。

（イ） 「ことば」による解の変容

メインの問いに対する「ことば」による解を学習

前とジグソー活動後、単元のまとめで比較した。ま

た、学習カードから内而やことばによる変容をみと

った（表4)。

表4 ことばによる個の変容（生徒ABCD)

倒立は、体を伸ばし重心をさぐる。重心をと
ったら体重を維持することが大切。また、体

ジグソー 勢がくずれたときの受け流し（前転やブリッ
活動後 ジなど）も大事。

友だちに教えるときは、重心を見つけるまで
は補助してあげるとやりやすいと思った。

マット連動は力だけではできず、柔軟性やバ
ランス感共、勢い、チャレンジ精神、ポイン

トを見つげる鋭い観察力などが必要で、一人

学習後
では難しく、仲間と一緒に協力することが大
事で、お互い支え合いながらチャレンジする
楽しさも知ることができた。一緒に頑張って
きた友だちが成功したときの楽しさを知っ

た。

学習前 恐怖心を捨てる！

活動後 体を伸ばしてまっすぐに。手はマットを押す。

生
頭で考えず、とにかくやることが大事だと思

徒 った。何回もやって感党を党えることで技は

C 完成していくと思った。また、一番邪廃なの

学習後 は「恐怖心」だと思った。怖がっていては何

もできないのでチャレンジすることが大切。
人の動きを観察し、発見することも上達の秘

訣。

学習前
まっすぐになるよう腰で体を整え手で支え

る。

活動後
倒立する位置から反動をつけるように、足の

生 間を短くし、手で体を支え、背に空間を作る。

徒 ただ良い姿勢を保つくらいしか思ってなかっ
D たが、仲問との錬習で、まっすぐにするため

学習後 に背中に空間を作るよう意識するなど、体で
感じるという新しいことが知れ、ためになっ

た。

学習前 うでで体のバランスを保つ。

ジグソー
目線はマットで、眉で休を持つ。よた、マッ

活動後
トを軽く握る感じでつかみ、つま先までまっ

すぐのイメージ。お腹に力を入れる。

生
倒立は怖くて小学校からの課題だった。今回、徒

A ここまで倒立について研究したことがなく
て、とても学びにつながった。友だちの「も

学習後 っと倒立時間を長くするとキレイな倒立にな
るよ」と言われたので、そこを意識して取り

組んだ。また、撮影の時、友だちが今までで

一番キレイな倒立を見せ、心に残った。

徒 学習前 足を上げる適度な力と狙心の取り方。

生徒Aは、始めは腕だけで体重を支えるものだと

思っていたが、ジグソー活動を通して様々なことに

気づき、課題を解決しようとしたことが伺える。

生徒Bは、「仲間と一緒に協力することの大切さ」

にも気づくことができた。 リトルティーチャーとし

て友だちに教える喜びを感じることもできたようだ。

生徒Cは、「つま先は伸ばした方がいい。」など、

倒立のポイントに迫れている様子が読み取れた。

生徒Dは、仲間と試行錯誤しながら取り組んだこ

とで「手の位置を見る」「背に空問を作る」など、倒

立のポイントに気づくことができていた。

（ウ） 「倒立説明書」によるみとり

ジグソー活動後に、 上手な倒立のポイントについ

て固に沿って「説明甚」を作成した（図 9~12)。

生徒Aは、図のそれぞれの局面に対し、大切なポ

イントを書き込めている。実際に挑戦することで、

自身の経験談として説明できていることがわかる。

ー
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図9 生徒Aによる倒立説明書

生徒Bは、すぐに成功したため、 図の局面で悩みが

なかったのか、ポイントについて上手くまとめられ

ず、説明書としては不十分だと感じた。
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図10 生徒Bによる倒立説明書

生徒 C は、仲間と協力したり 、 教科 ，I~や iPadを使

用して梢報を集め、説明苫を完成させた。

,
 
i
 図11 生徒Cによる倒立説明書

生徒 Dは仲間と試行錯誤を繰り返す中で、倒立の

ポイントに気づき、用語を使ってしつかりまとめる

ことができた。

~11 
図12 生徒Dによる倒立説明書

(7) 授業デザインのふり返り

木単元の実践として、知識構成型ジグソー法に

よる授業を行い、対話（（本話）を深めながら思考カ

を高める体育学習を取り入れた。メインの問いを「誘

導的発問」とし、エキスパート課題を「限定的発問」

（課題解決に向けての問い）として、実践をくり返

しながら課題解決に取り組んだ。更に、エキスパー

ト活動で得た情報をジグソー活動で互いに拡散し、

新たな情報からメインの問いを解決していくことが

できた。中心課題を解決していくための課題（発間）

を設定することで、「なぜ」「どうして」など根拠を

持って深く考えることができていたのではないか。

また、倒立説明苦で自分の動きをふり返ることで、

確かな知識として楠築され、新たな解決方法を見つ

け出していけるのではないかと考える。

(8) 実践を踏まえた改善点

ジグソー新動をどこで取り入れるとよいか。「もっ

と知りたい」、「できるようになりたいJという生徒

の声から、「なぜ」、「どうして」と考え始めた頃にジ

グソー活動を取り入れると、より主体的に「考えー

実践」をくり返し更に活動が深まったのではないか。

ジグソー活動を取り入れるタイミングが大切だと感

じた。また、何ができて、何ができていないか分か

らない（言えない、 書けない）生徒もいた。よって

教師側の発問や課題設定を明確にし、工夫しなけれ

ばならない。今後も最初の気づきを大切に、ズレを

うめていける発問や声かけを行い、「わかってでき

る」、「できてわかる」につなげていける授業へとエ

夫改善する必要がある。

2 3学年実践事例 （保健分野）

(1) 単元名：「健康な生活と疾病の予防」

（食事と健康）

(2) 本時の目標

食事が体にどのような影評を与えるか考え、根拠

をもって具体的に説明することができること（息 ．

判・ 知）。また、食事と健康について習得 した知識を

活かし、実生活に役立て、実践しようとすること（技）

ができる。
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(3) 単元の構想 (2時間計画）

単元を通して疾病や低害を防止するとともに、生

活の質を向上し、健康に関する課題について「より

よく」解決していくことを目指し、本時は「食事は

体にどのような影牌を与えるのか？」を問いとし、

ジグソー活動とする。次時に「よりよい食事ってど

んな食事？」を問いとし、グループ活動を計画した。

(4) 本時の流れ (1/2時間）

本時は、メインの間いを「食事は体にどのような

影評を与えるか？具体的に説明しよう」と設定し、

次の内容で授業計画をした。

（ア） 課題提示

メインの問い

「食事が体にどのような影幣を与えるか？

具体的に説明しよう」

食事が体に与える効果や影秤について考えさせ、

よりよい食事の選択ができるよう関心を高めながら

健康的な食事について迫らせた。

（イ） エキスパート活動

活動方法は、器械迎動と同様で詳細は以下の通り

とする。（表5)

表5 エキスパート課題A.B.C

エキスパートA

内容 「栄養素とその働き」について考える

栄姿素とその働きや、食事がかかわる主な

ねらい 健康問題について自分の考えを持つことが

できる

問し‘ なぜ、普段の食事が大切なのですか？

エキスパートB

内容 「沖縄の現状」について考える

ねらい
今と昔の沖縄を比較し、沖縄の現状につい

て自分の気づきを持つことができる

問Vヽ
長寿のふ~、沖縄を取り戻すためには何が必
要だと思いますか？

エキスバートC

内容 「食事のリズム」について考える

ねらい
本来の食事の任り方について自分の気づき

を持つことができる

問い
「食事」をすることは大切です。それはな
ぜですか？

（ウ） ジグソー活動

メインの間いについて、なぜその方法が良いのか

具体的なイメージを出し合いながら意見交換を行い、

それぞれの発展課題の事例］ （表6)についてグル

ープで考えを出し合い課題解決を行った。

表6 ジグソー発展課題（事例 1)

問し‘
「よりよい食生活」につながるよう問題点を解
決し、アドバイスしよう

Aさんは中学3年生。部活を引退し、夏休みか

ら本格的に受験勉強がスタートしました。朝8
時に起床して、食パン 1枚とレモンティ。9時
から挫で友だちと勉強を頑張り、お昼は友だち

•Jj: 例 とコンビニでおにぎりとチキンとパックのレ
モンティを買った。また、塾の合間に食べるお

l やつにスナック菓了・とチョコを購入。塾で
19:30まで勉強し、 帰宅。帰宅後入浴をして

20:30に夕食でカレーライスを食べた。夕食後
はアイスを食べながらテレビを見たりゲーム

をしたり過ごす。23:30就疫。

発展課題では、 それぞれのエキスパー ト活動での

考えを統合して解決を行い、「よりよい」解を見いだ

せるような資料を提示したことで、生徒それぞれが

考えを出し合い、クロストークに向けて怠見をま と

めることができた（図 13)。

ー
図13 ジグソー活動の様子

（エ） クロストーク

ジグソー活動を通してそれぞれのグループで解決

した解をホワイトシートにポイントを記入し、説明

を行った。ポイントのみを記人することで、自分の

言築で意見交換できるようにした。また、 他のグル

ープの考えを聴きながら、自分たちの解と比較し、

図14 クロストークの様子
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（オ） 振り返り活動

メインの問いに対する最終的な考えをワークシー

トに記入し、新たな問いや気づいたことなどをまと

め、自己評価を行った。学習をふり返ることで、自

分の見方・考え方を見直し、次時へとつなげた。

(5) 本時において期待する解

おわりの考えでは、次のような内容で説明できる

ことを期待した。

「規則正しい食生活を送ることや、食事の時間にゆ

とりを持つことで、受験のストレスを解消すること

ができ、また、組み合わせを考えて食品を選ぶこと

で体に効果的であることを理解することができた」

「自分の食生活をふり返ることで、メリット、デメ

リットを知ることができたので、これからの食生活

の中で活かすことができるよう栄投のバランスも考

えて食事を選択していきたい。」

ー

(6) 検証方法

4学級 156名に授業を行い、本学級より 3名を抽

出し、抽出した生徒 （生徒 A、B、C)の対話の様子

や各活動で使用した学習カードの記述内容から思考

の様子をみとり 、本実践を検証した。

(7) 実践の考察

（ア） 「ことば」による解の変容

「食事は体にどのような影幣を与えるか？具体的に

説明しよう」というメインの問いに対する「ことば」

による解を学習前とジグソー活動後、単元のまとめ

で比較し、変容をみと った（表7, 表8, 表 9)。

表7 ことばによる個の変容 （生徒A)

学習前 体にエネルギーを与え、動けるようになる。

食事は体を動かすためのエネルギーや骨や

歯をつくったりする。中学生や在校生は部
ジグソー 活などで体を動かすためより多くのエネル

活動後 ギーを必要とする。でも、必要以上にとっ

てしまうと、肥満や高血圧になり、そこか
ら病気になったりする。

自分の食生活をふり返り、間食から食べる

ものが偏っていて、体によくないインスタ
学習後 ント食品もあって野菜も足りない。コンビ

ニにもサラダがあるし、弁当を買ってバラ
ンス良く食べようと思った。

生徒Aは、学習前は食事がエネルギーとなり、体

を動かすことができるという考えだけであったが、

ジグソー活動後では、休を動かすエネルギーとなる

だけでなく、廿や歯をつくったり、中麻生は体を動

かすのに多くのエネルギーが必要だという ことに気

づき、 学習後では、自分の食事を井き出すことで、

間食からバランスが悪くなってきていることに気づ

いた。塾の前の食事についても偏った食事になって

いたため、コンビニ弁当でもサラダなどで補えるこ

とを再認識し、改善しようとしていることが伺える。

表8 ことばによる個の変容（生徒B)

食事をすることで幸福感が味わえる。

学習前 体に良い食材を取り入れると健康な体づく

りができる。

食事をすることで1日の活力や生きていく
ために必要なエネルギーを摂取できる。そ

ジグソー
れから、空腹感を満たすだけでなく、精神

活動後
的な満足感も得られる。食事のリズムを整

えることは生活の乱れを直すことでもある

ので、健原的な体づくりに食事はとても大
切。

今回の授業で、普段何気なく食べている食

事をふり返ってみたら、意外とバランスよ
く食べているなと思った。でも、 改善点も

学習後 その分見つかったので、そこを直しながら、

今まで通りバランスよく食べたい。また、

食事は精神的にも良いと間いて、なるほど

立と思えた。ためになる授業だった。

生徒Bは、学習前は自分が感 じていることを苫き

出しただけであったが、エキスパート活動やジグソ

ー活動を通して知識を広げ、なぜ食半が大切なのか

深く考える場面が見られた。また、食事のリズムと

生活のリズムが朋係していることに目を向け、健康

的な体は食事だけでなく、リズムも関わっているこ

とに気づいた。学習後は、バランスよく食事を摂っ

ている と思う反面、改善点も見つけている。これは、

よい食事を更に良くしていこうということから、よ

りよい食事の選択ができるよう閑心が森まったと言

える。また、食事が精神的にも良いということを知

り「なるほどな」と思ったことは、自分の体と食事

について関連させながら深く考えたことが伺える。

表9 ことばによる個の変容 （生徒C)

・食事をバランスよくとらないと体がだる＜

なる。
学習前 ・食事は体を活動させるときのエネルギーと

なる。
・食事をとらなかったら病気になる。

ジグソー 此事は第2発育忍進期である私たちの体を成
長させるために多くの栄促素を必要としてい

活動後 る。栄餐バランスがかたよってしまうと肥満
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になってしまい、将来、病気になってしまう
可能性が高くなってしまうので、栄涙バラン

ジグソー スを考えて食事をとる必要がある。朝食は 1
活動後 日の生活リズムをつくる基本となるので、し

っかりと食べる必要がある。

今Hはなぜ食事が必要なのか、体への影幣を
考えてみて、自分の身体の成長に栄浪素が必
要なことが分かりました。食事の他にも生活
習恨が悪くなってしまうと、体に悪影幣が出

学習後 てしまうので自分の生活習切を見直していき
迄と思います。自分の 1日の食事を苔き出
し、食生活を見直すと、 野菜をあまりとって
いないので、野菜もしつかりとり、栄投バラ
ンスを考えた食事にしていきたいです。

生徒Cは、学習前は今持っている知識を箇条苔き

で害き出しただけであったが、エキスバート活動や

ジグソー活動で知識を広げ、 一連の流れで自分の考

えを説明できるようになっている。学習後では、食

事は大切だということから、「なぜ食事が必要なの

か？」と自分の食生活をふり返り、考え、気づき、

健康的な食事について理解するとともに、実生活に

役立てようと考えていることが分かる。さらに、そ

の他の生徒のふり返りからも、「エキスパートに分か

れ、食事の大切さを理解することができ、ジグソー

活動では、間迎った食生活をどう改善できるかをグ

ループで考えることができた。」「エキスバートの「こ

食」にたくさん当てはまったので、健康的に過ごす

ために少しずつでも改善していきたい。」など新たな

情報から自分の食生活を見直し、考える姿が見られ

た。また、 「事例 1のAさんが自分に似ているので、

食生活を改善するべきだなと気づいた。」、「塾の都合

で夜食が多かったり、その夜食によって朝食が食べ

れなかったりしていたので、夕食をしつかり摂るよ

うに意識したい。」「ただお）I及一杯になったらいいわ

けでなく 、栄投素やこ食について知らないことがい

ろいろ分かった。食事に対する見方が変わった。jな

ど食事が体に与える効果や影郭について理解し、習

得した知識を活用しようとする意識が森まったこと

から、主体的に課題解決を行い、食事と健康に対す

る見方や考え方が変化した。これらのことから、本

実践は、保健分野における思考する生徒像に迫るこ

とができた実践だったと言える。

（イ） 授業実践前後の食事の変容として

2月 5日~12日の期間に摂った食事を甚き出し

てもらった。その中から休日における食事を抜き出

し、授業前後の変容をみとった（図 15,図 L6)。

戸〕ご門〕ご:
宣宦LlE〕竺〕＼
図15 食生活をふり返って （上から生徒A.B, C) 

図16 休日の食事をふり返って （上から生徒A.B. C) 

Aさんは、パンだけでなく、ヨーグル トやフルー

ツを加えたり、夕食に主菜や副菜を加え、前回より

よい食事となった。Bさんは、休日もしつかり 3食

食べている。 Cさんは、プランチで遅めの朝食をと

ったことで、昼食はおにぎりだけではあるが、バラ

ンスを考えた食¥となっている。

（ウ） アンケート調査による個の変容

「食事について意識が変わりましたか？」の問い

では、 69%の生徒が変わったと答えている。変わっ

た理由は、「食事と健康が関連していることが分かり、

食生活を見直そうと思った」「毎朝パンだけの朝食だ

ったから」「お菓子を食べ過ぎていると思ったから」、

変わっていないという理由は、「食事にこだわり がな

いから」「頭では変えたいと思ったけど、習恨を変え

るのは難しい」などの理由であった。また、「どのよ

うに変わったか？」という問いでは、「自分で買う時

は、サラダをつけたりしてバランス良く、食べ過ぎ

にも注意した」「野菜を食べるようになった」など変

容が見られた。食事について意識が変わっていない

という生徒も、 朝食を食べるようにしているなど、

意識をしていることがわかった。

食事に対する意識は変わっても、行動を変えるこ

ー
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とは容易ではない。これは家庭では、準備された食

1.ドを食べるからだと考える。例えば朝食の内容を見

てみると、主食のみという生徒が多く、中でもパン

だけや食べない生徒が約半数近くいる。行動を変容

させるには、家庭と連携した食育活動が必要である

と考える。 塾前の食~1:;の選択では、 習得した知識を

活かし、限られた時間、コストで健康的な食事を選

択しようとする生徒が増えた。また、 1週間の食事

のふり返りから、休日は朝食を欠く生徒が大半を占

めていたり 、昼食を遅い時間に食べ、夕食を食べな

い生徒も見られた。以上のことから、 一度身につい

たリズムを改善することは難しい。よって、中学生

の頃から正 しい知識と理解を身につけ、 一人一人が

自らの健康課題や問題点を認識し、よりよい解決を

目指していく必要がある。保陵者と食事について話

をした生徒もいて食生活を見直すよい機会となった。

（エ） 実践を踏まえた改善点

思考を促す問いの設定や身近な題材でシンプルな

エキスパート汽料の作成、思考を引き出すワークシ

ートの工夫が必要である。また、子どもたちの様子

や対話からの変容をみとれるように VRNに納めるこ

とが必要である。

ーVI 成果と課題

1 成果

(l)自己やグループの状態に気づき、課題に応じた

練習方法や技を習得するためのポイントを見つ

け、解決方法を考えることができた。（体育分野）

(2) iPadを活用することで、自分の課超が目に見え

て分かり 、課題解決に役立った。（体育分野）

(3)生徒の実態にあった生活と関係する問いの設定

やエキスパート汽料を作成することで、興味関

心を持って主体的に学び、 思考する姿が見られ

た。 （保健分野）

(4)主体的 ・協働的な学びを通して、 「本当にこれで

いいのか？」 「もっといい方法がないか？」と新

たな学びにつなげることができ、テーマに迫る

ことができた。また、 思考したけど「できない」

生徒もいるが、f直極的に思考する生徒が増えた。

2 課題

(1)倒立説明料を用いて 「思考外化」をする際、ある

程度のキーワードを与えるともっと思考の深ま

りをみとることができたと考える。 （体育分野）

(2)深く思考するための手立てとして、エキスパート

資料を生徒の身近な題材を用い、シンプルな臼料

にする必要がある。 （保健分野）

(3)生徒が深く思考することで、新たな問いが生ま

れ「見方 ・考え方」が更に深まる。そのために、

よりよい解決を導き出すための問いが大切とな

ることから、今後も発問研究を継続して行いた

vヽ
゜
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